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前
町
長
挨
拶
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前
浦
河
町
長

池
田

拓

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
八
年
の
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

浦
河
町
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
度
浦

河
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
四

期
十
六
年
間
、
札
幌
浦
河
会
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大

き
な
壁
に
当
た
っ
た
時
、
札
幌
浦
河

会
や
東
京
浦
河
会
が
ど
れ
ほ
ど
励
み

に
な
っ
た
か
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く

せ
な
い
頼
り
に
な
る
存
在
で
し
た
。

さ
て
、
昨
年
は
赤
心
社
発
祥
の
地

兵
庫
県
三
田
市
と
友
好
交
流
の
締
結

を
行
い
ま
し
た
。
杵
臼
を
開
拓
し
た

天
草
市
か
ら
馬
場
市
長
は
じ
め
河
浦

地
区
の
皆
さ
ん
が
訪
問
し
て
く
れ
ま

し
た
。
台
湾
の
新
城
郷
に
は
町
議
会

が
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

浦
河
町
は
政
府
の
進
め
る
交
流
人

口
の
増
大
に
、
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
私
も
こ
れ
か
ら
は

一
町
民
と
し
て
松
田
新
町
長
を
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。

結
び
に
新
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新
町
長
挨
拶
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浦
河
町
長

松
田

有
宏

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
と
と
も
に
、
令
和
八
年
の
始

ま
り
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
よ
り
、⽛
想

い
と
意
欲
を
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
⽜
を
目
指
し
、
町
長
と
し
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
機
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

本
年
の
干
支
で
あ
る
午
年
は
、
躍

動
・
成
功
を
象
徴
し
、
行
動
力
や
情

熱
を
意
味
す
る
縁
起
の
良
い
年
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
馬
の
町
浦
河
が
元

気
に
溢
れ
る
一
年
と
な
る
こ
と
で
皆

様
の
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
に
応
え
て

い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
町
政
の
推
進

に
対
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
と
幸
福
、
そ
し
て
可
能

性
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
に
誠
実
に
取
り
組

む
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
会
長
挨
拶
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札
幌
浦
河
会
会
長

飯
塚

敏
彦
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令
和
八
年
の
初
日
を
迎
え
、
会
員

の
皆
様
に
心
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
で
令
和
二
年

か
ら
令
和
六
年
ま
で
の
四
年
間
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、や
っ
と
令
和
六
年
開

催
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
七

年
も
会
員
十
九
名
の
参
加
と
な
り
、

ま
た
、
池
田
拓
浦
河
町
町
長
、
長
崎

企
画
課
長
を
お
迎
え
出
来
、
賑
や
か

に
会
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

浦
河
町
か
ら
は
、
全
員
に
当
た
る

故
郷
の
海
産
物
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
新
し
く
産
物
と
な
っ
た
浦
河
産
黒

毛
和
牛
が
加
わ
り
、
抽
選
会
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
近
の
浦
河
町
は
、
三
〇
〇
人
を

超
す
イ
ン
ド
人
の
移
住
も
あ
り
、
Ｔ

Ｖ
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
馬
産
地
で
も
あ
る

浦
河
町
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
で
の
競
馬
の

成
績
が
近
年
特
に
優
れ
て
、
Ｇ
Ⅰ
で

優
勝
す
る
馬
も
出
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
総
会
直
後
の
六
月
十
六

日
宝
塚
記
念
で
は
、
浦
河
町
三
嶋
牧

場
の
メ
イ
シ
ョ
ウ
タ
バ
ル
号
が
優
勝

し
ま
し
た
。

池
田
町
長
は
十
二
月
で
四
期
十
六

年
を
過
ご
し
、
今
季
限
り
で
勇
退
す

る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
浦
河
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
優

れ
た
業
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
一
月

二
十
五
日
に
は
町
長
選
挙
の
告
示
が
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行
わ
れ
ま
し
た
が
松
田
有
宏
さ
ん

（
現
副
町
長
）
以
外
に
立
候
補
者
が

無
く
、無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
浦
河
町
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
札
幌
浦
河
会
の
現
状
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
会
員
の
死
亡
や
、

退
会
者
が
あ
り
、
現
在
会
員
数
が
四

十
名
を
割
り
ま
し
た
。
何
と
か
若
い

会
員
の
入
会
を
皆
で
努
力
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
な
お
、
役
員
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
の
総
会
で
は
五
十
代
の
森
田
直
史

さ
ん
に
理
事
参
加
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
会
長
の
私
と
二
人
三
脚
で
事
務

局
、
会
報
出
版
業
務
を
こ
な
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
空
席
に
な
っ
て
い

た
監
事
に
専
門
家
で
あ
る
行
政
書

士
、
村
田
菊
男
会
員
に
会
計
監
査
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
七
十
代
の
後
呂

道
徳
さ
ん
に
も
理
事
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
、
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
、
来
年
の
総
会
で
ま
た
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
七
年
度
札
幌
浦
河
会
総
会

�
�
�
�
�
�

懇
親
会
の
開
催

令
和
七
年
度
の
定
期
総
会
は
、
昨

年
の
引
き
続
き
浦
河
町
か
ら
池
田
拓

町
長
、
長
崎
哲
之
企
画
課
長
を
お
招

き
し
て
、
六
月
十
一
日
(水
)十
八
時

か
ら
⽛
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
⽜
東

館
十
七
階
⽛
青
雲
の
間
⽜
に
て
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
は
会
員
十
六
名
日

高
信
金
か
ら
浦
河
町
出
身
の
松
本
侑

大
さ
ん
、
松
本
玲
奈
さ
ん
、
玉
澤
有

美
さ
ん
（
写
真
⚑
）
を
ゲ
ス
ト
に
総

勢
二
十
一
名
で
し
た
。

開
会
に
当
た
っ
て
、
飯
塚
会
長
か

ら
、
本
日
二
十
一
名
の
出
席
が
あ
っ

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
池
田
町
長
、
長

崎
課
長
の
出
席
に
対
す
る
感
謝
が
述

べ
ら
れ
た
。
日
高
信
金
の
渡
辺
亮
支

店
長
が
昨
年
に
続
き
ゲ
ス
ト
に
浦
河

高
校
出
身
者
三
名
の
出
席
に
対
し
て

も
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

飯
塚
会
長
は
、
今
総
会
で
役
員
の

若
返
り
を
図
る
た
め
、
新
し
く
役
員

の
補
充
を
議
題
に
す
る
こ
と
も
述
べ

ら
れ
た
。

池
田
町
長
か
ら
は
、
長
崎
課
長
と

と
も
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
近
年
イ
ン
ド
人
の
移
住
者

が
多
数
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、浦
河
町
の

昆
布
の
生
産
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
、

競
走
馬
の
活
躍
な
ど
良
い
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
こ
と
が
の
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
今
年
の
十
二
月
で
町
長
の

任
期
が
四
期
十
六
年
に
な
る
こ
と
か

ら
勇
退
す
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
札
幌
浦
河
会
の
皆
さ
ん
の

ご
健
康
を
祈
念
申
し
あ
げ
る
と
す
る

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
九
十
歳
を
超
え
ら
れ
た

西
塔
泰
延
理
事
の
開
会
挨
拶
の
後
、

飯
塚
会
長
が
議
長
と
な
り
総
会
議
事

に
入
っ
た
。
会
長
の
会
務
報
告
、
村

瀬
圭
子
理
事
が
急
遽
欠
席
さ
れ
た
た

め
、
飯
塚
英
明
理
事
が
会
計
報
告
、

村
田
菊
男
行
政
書
士
の
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
一
括
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
令
和
七
年
度
の
予
算
審

議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。

次
に
役
員
人
事
に
つ
い
て
図
ら
れ

た
。
本
年
度
か
ら
の
二
年
間
の
役
員

は
、
会
長
飯
塚
敏
彦
、
副
会
長
岡
崎

行
晴
、
会
計
担
当
村
瀬
圭
子
常
任
理

事
、
西
塔
泰
延
理
事
、
三
浦
英
三
理

事
、
飯
塚
英
明
理
事
、
森
田
直
史
理

事
、
後
呂
道
徳
理
事
、
村
田
菊
男
監

事
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
事
務
局
担
当
、
会
報
担

当
は
欠
員
と
な
る
た
め
、
会
長
と
森

田
直
史
理
事
が
当
面
二
人
三
脚
で
行

う
こ
と
も
承
認
さ
れ
た
。

全
て
の
審
議
を
終
え
、
三
浦
英
三

理
事
か
ら
懇
親
会
の
席
へ
と
移
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
、会
長
の
挨
拶
の
後
、

長
崎
企
画
課
長
の
挨
拶
・
乾
杯
の
音

頭
で
酒
の
席
へ
移
っ
た
。

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
料
理
を
楽
し

ん
だ
後
、
今
年
も
浦
河
町
か
ら
の
沢

山
の
お
土
産
が
届
い
て
お
り
、
抽
選

会
に
は
い
っ
た
。
新
巻
き
サ
ケ

（
大
）、
ホ
ッ
ケ
の
開
き
、
ニ
シ
ン
、

金
目
の
開
き
な
ど
の
外
、
今
年
は
浦

河
産
の
黒
毛
和
牛
（
写
真
⚒
）
な
ど
、

抽
選
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
写
真
⚓
）

最
後
は
三
浦
英
三
理
事
の
挨
拶
で

懇
親
会
が
終
わ
っ
た
。

令和⚘年⚑月⚑日 札 幌・浦 河 会 会 報 第 44 号 (2)

(写真⚑) 左から日高信金 松本玲奈さん、三浦悦子さん、日高信金 玉澤有美さん

(写真⚓)浦河産黒毛和牛が当たり喜ぶ三浦英三理事

(写真⚒)
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浦
河
町
近
況

■
駐
日
イ
ン
ド
大
使
が
浦
河
町

を
表
敬
訪
問
。
懇
談
会
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る

四
月
二
十
九
日
、
駐
日
イ
ン
ド
大

使
の
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
大
使
が
浦
河

町
を
表
敬
訪
問
し
、
池
田
町
長
ら
と

多
文
化
共
生
に
つ
い
て
懇
談
を
し
ま

し
た
。

懇
談
会
は
う
ら
か
わ
優
駿
ビ
レ
ッ

ジ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
で
開
か
れ
、
シ
ビ
・

ジ
ョ
ー
ジ
大
使
は
⽛
浦
河
町
で
多
く

の
イ
ン
ド
人
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
外
国
人
人
材

の
受
け
入
れ
が
成
功
し
て
い
る
浦
河

町
は
、
全
国
の
模
範
と
な
る
存
在
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
⽜
と
述
べ
、
町
の
取
り
組
み

を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

懇
談
会
終
了
後
、
大
使
は
町
内
の

牧
場
で
働
く
イ
ン
ド
出
身
の
労
働
者

と
交
流
し
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場

な
ど
も
視
察
。
訪
問
の
締
め
く
く
り

に
は
、
う
ら
か
わ
優
駿
ビ
レ
ッ
ジ
Ａ

Ｅ
Ｒ
Ｕ
で
記
念
の
植
樹
を
行
い
、
友

好
の
印
を
残
し
ま
し
た
。

■
一
〇
〇
年
後
も
活
発
な
交
流

を
願
っ
て
。
三
田
市
と
友
好

都
市
提
携
を
締
結

十
月
七
日
に
赤
心
社
記
念
館
（
荻

伏
町
）
で
、
三
田
市
・
浦
河
町
友
好

都
市
提
携
調
印
式
が
開
か
れ
、
池
田

町
長
と
田
村
市
長
が
宣
言
書
に
署
名

し
、友
好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

兵
庫
県
三
田
市
（
旧
三
田
藩
）
は
、

明
治
十
四
年
に
浦
河
町（
旧
荻
伏
村
）

へ
入
植
し
開
拓
し
た
⽛
赤
心
社
⽜
の

初
代
社
長
の
鈴
木
清
さ
ん
の
出
身
地

で
あ
り
、
約
一
五
〇
年
が
経
過
し
た

今
で
も
商
工
会
議
所
な
ど
の
民
間
で

交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

調
印
式
で
、
池
田
町
長
は
⽛
念
願

の
友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
、
う
れ
し
く
思
う
。
今
日
を
お
互

い
の
出
発
の
日
と
し
、
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
一
〇
〇
年
、

二
〇
〇
年
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
活

発
に
交
流
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
⽜
と
話
し
ま
し
た
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ゼ
ロ
ネ
ク
ス
ト

ワ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
供
用
開
始

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式

典
が
五
月
十
日
に
開
か
れ
、
関
係
者

ら
六
十
一
人
が
出
席
し
、
新
た
な
施

設
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四
十
八
年
に

建
設
さ
れ
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

づ
く
り
の
中
心
施
設
と
し
て
長
年
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の

問
題
な
ど
か
ら
令
和
五
年
九
月
よ
り

大
規
模
改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

式
典
は
、
浦
河
高
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
施
設
の
内

覧
が
行
わ
れ
、
池
田
町
長
は
⽛
健
康

増
進
・
防
災
機
能
強
化
・
新
た
な
町

の
シ
ン
ボ
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
魅
力

あ
る
施
設
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

ゼ
ロ
ネ
ク
ス
ト
ワ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
し

て
地
域
の
健
康
づ
く
り
や
防
災
施
設

の
拠
点
と
し
て
愛
さ
れ
る
施
設
を
目

指
し
、
関
係
者
一
同
で
努
力
し
て
い

く
⽜
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(3) 第 44 号 札 幌・浦 河 会 会 報 令和⚘年⚑月⚑日

100 年後も活発な交流を願って。
三田市と友好都市提携を締結

広報うらかわ⚕月号特集｜ FSCリニューアルオープン

駐日インド大使が浦河町を表敬訪問。
懇談会を通して交流を深める

ファミリースポーツセンターがリニューアル。
ゼロネクストワンアリーナとして供用開始
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■
三
嶋
牧
場
生
産
の
メ
イ
シ
ョ

ウ
ハ
リ
オ
号
が
川
崎
記
念
で

優
勝

四
月
九
日
に
川
崎
競
馬
場
で
開
か

れ
た
⽛
第
七
十
四
回
川
崎
記
念
⽜
で
、

三
嶋
牧
場
生
産
の
メ
イ
シ
ョ
ウ
ハ
リ

オ
号
が
後
方
か
ら
追
い
上
げ
、
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

翌
日
十
日
に
は
関
係
者
ら
が
牧
場

に
駆
け
付
け
祝
福
。
松
田
副
町
長
は

⽛
春
の
訪
れ
と
と
も
に
町
へ
優
勝
の

知
ら
せ
を
受
け
て
嬉
し
く
思
う
、
幸

先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
⽜
と
激

励
。
同
牧
場
の
三
嶋
健
一
郎
専
務
は

⽛
調
教
師
か
ら
気
配
は
良
い
と
聞
い

て
い
た
の
で
期
待
し
て
い
た
。
ケ
ガ

だ
っ
た
り
出
走
取
消
し
に
な
っ
た
り

と
色
々
あ
っ
た
が
、
良
く
復
調
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
無
事

に
次
の
レ
ー
ス
を
迎
え
て
ほ
し
い
⽜

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月

十
五
日
、阪
神
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
、

第
六
十
六
回
宝
塚
記
念
（
Ｇ
Ⅰ
）
で

は
、
三
嶋
牧
場
生
産
の
メ
イ
シ
ョ
ウ

タ
バ
ル
号
が
ス
タ
ー
ト
か
ら
先
頭
に

立
ち
、
そ
の
ま
ま
押
し
切
り
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

■
浦
河
港
で
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン

初
水
揚
げ
。
浦
河
町
栽
培
漁
業

研
究
会
⽛
海
面
養
殖
試
験
事
業
⽜

町
と
日
高
中
央
漁
業
協
同
組
合
で

構
成
す
る
、
浦
河
町
栽
培
漁
業
研
究

会
が
実
施
す
る
海
面
養
殖
試
験
事
業

で
、
七
月
一
日
に
浦
河
港
に
て
、
養

殖
し
た
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
を
初
め

て
水
揚
げ
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
近
年
漁
獲
量
が
低

迷
し
て
い
る
中
、
漁
業
者
の
新
た
な

収
入
源
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
昨

年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
水
揚
げ

で
は
四
㎏
を
超
え
る
個
体
も
確
認
さ

れ
、
順
調
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

日
高
中
央
漁
業
協
同
組
合
の
奥
田

宗
一
郎
副
組
合
長
は
、⽛
想
定
よ
り

も
良
い
結
果
が
得
ら
れ
、
今
後
に
希

望
が
持
て
る
。
事
業
化
に
つ
い
て

は
、
残
り
の
試
験
期
間
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
た
い
⽜
と

話
し
ま
し
た
。

■
桑
田
牧
場
生
産
の
ア
ン
モ
シ

エ
ラ
号
が
Ｊ
Ｂ
Ｃ
レ
デ
ィ
ス

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
優
勝

十
一
月
三
日
、
船
橋
競
馬
場
で
行

わ
れ
た
Ｊ
ｐ
ｎ
Ⅰ
レ
ー
ス
⽛
第
十
五

回
Ｊ
Ｂ
Ｃ
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
⽜

に
出
走
し
た
、
桑
田
牧
場
（
桑
田
美

智
代
社
長
）
生
産
の
ア
ン
モ
シ
エ
ラ

号
が
、
鮮
や
か
に
逃
げ
切
り
見
事
に

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
⽑

ア
ン
モ
シ
エ
ラ
号
は
昨
年
に
も
こ

の
レ
ー
ス
で
優
勝
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｂ

Ｃ
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
史
上
三
頭

目
の
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

優
勝
後
の
十
一
月
五
日
に
は
、
桑

田
牧
場
に
和
田
教
育
長
や
関
係
者
が

集
ま
り
、
ア
ン
モ
シ
エ
ラ
号
の
勝
利

を
祝
福
し
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。

桑
田
社
長
は
⽛
レ
ー
ス
の
様
子
は

現
地
で
見
て
い
て
、
最
近
は
な
か
な

か
勝
て
な
い
日
が
続
い
て
い
た
。
二

連
覇
は
本
当
に
う
れ
し
く
思
う
。
今

後
も
無
事
に
走
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
⽜
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

令和⚘年⚑月⚑日 札 幌・浦 河 会 会 報 第 44 号 (4)

三嶋牧場生産のメイショウハリオ号が川崎記念で優勝三嶋牧場生産のメイショウタバル号が宝塚記念を制覇

浦河港でトラウトサーモン初水揚げ。
浦河町栽培漁業研究会⽛海面養殖試験事業⽜

桑田牧場生産のアンモシエラ号が
JBCレディスクラシックで優勝
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編
集
後
記

今
期
か
ら
こ
ち
ら
の
会
報
誌
を
担
当

さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
新
た
に
中
田
晋
吾
さ
ん
が
会
に
加

わ
り
、大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
後
も
新
た
な
方
を
会
に
お
迎

え
で
き
る
よ
う
に
、
飯
塚
会
長
に
ご
相

談
申
し
上
げ
な
が
ら
試
験
的
に
会
の

⽛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⽜
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
⽛
Ｘ
⽜
を

お
作
り
し
て
み
ま
し
た
。入
会
の
受
付
に

加
え
、会
員
の
皆
様
か
ら
の
お
便
り
な
ど

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ

て
お
送
り
戴
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま

す
。会
報
の
発
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

浦
河
町
様
や
株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド
様

に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
会
員

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す
。（
会
報
担
当

森
田
)

よろしければ
是非ご覧ください

さっぽろ浦河会
ホームページ

SNS ⼦X⼧


